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建設リサイクル推進施策検討小委員会
の設置について（案）

資料６－３

「建設リサイクル推進計画２００２」（平成１４年５月策定）、「建設発生土等の有効利
用に関する行動計画」（平成１５年１０月策定）は、いずれも平成１７年度の目標値を
設定している。

１

建設リサイクル推進計
画２００２策定（H1 4. 5.3 0）

建設副産物適正処理推進要綱
改定（ H1 4.5 .3 0）

建設リサイクルガイドライン
改定（ H1 4.5 .3 0）

建設リサイクル法
完全施行（H14.5 .30）

建設リサイクル法
公布（H12.5.31）

建設発生土等の有効
利用に関する行動計画
策定（H1 5. 10. 3）

建設リサイクル法基本方針
告示（H13.1 .17）

リサイクル原則化ルール
改定（ H1 4.5 .3 0）

リサイクル原則化ルール
改定 （H18. 6. 12）

建設汚泥の再生利用に関するガ イ
ドライン策定（ H1 8.6 .1 2）

千葉県における建設発生木材リサ
イクル促進行動計画策定 （H17. 10）

「施行後５年を経過した場合におい
て、この法律の施行の状況につい
て検討を加え、その結果に基づい
て必要な措置を講ずるものとする」
（附則第４条）

建設汚泥処理土利用技術基準
策定 （H18. 6. 12）

建設発生土利用基準
改定 （H18. 8. 10）

建設発生土利用基準
改定 （H16. 3. 31）

建設発生土利用基準
策定（H6. 7. 20）

建設汚泥再生利用技術基準（案）
策定（ H1 1.3 .2 9）

建設副産物適正処理推進要綱
策定（H5. 1. 12）

建設リサイクル推進計画’９ ７
策定（ H9 .10 .7）

建設リサイクルガイドライン
策定（H10 .8. 4）

リサイクル原則化ルール
策定（ H3 .12 .1 3）

平成１ ７年度の数値目標を設定
（平成２２年度も参考値として設定）

平成１７年度の数値目標を設定
（平成２２年度も参考値として設定）
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コンクリート塊

　3,220万ｔ （42%）

アスファルト・

コンクリート塊
　2,610万ｔ（34%）

建設発生木材

　470万ｔ（6%）

建設汚泥
750万ｔ（10%）

建設混合廃棄物

　290万ｔ （4%）

その他　360万ｔ（5%）
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　40万ｔ（6%）
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最終処分 再資源化等 9,910

8,480

8,270

7,700

８５％削減 ２２％削減

排出量計

品目別排出量、最終処分量（平成１７年度）

排出量、最終処分量等の推移 品目別再資源化率等の推移

【排出量】 【最終処分量】

平成１７年度建設副産物実態調査結果を見ると、建設リサイクルは着実に進展して
おり、建設発生土以外の品目については目標値を達成している。ただし、品目毎の
ばらつきが依然として大きく、また、最終処分量の大幅削減に比較すると排出量の
削減は十分とは言えない。

２

96%

97. 5%

98%
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952万t

（赤字：再資源化率、 黒字：再資源化等率）
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数 値は建設 混合廃 棄物は排 出量、建設発 生土は 有効利用 率、それ以外 は再資源 化率
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65%
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再資源化分↑ ↑縮減分

： 平成１７年度 目標値
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41 %

45. 3%

6 1%

337万t

75%

：平 成１２年度：平 成７年度

90%

建 設発生土 の平成 ７年度 は、現 場内利 用を含まない率 である。

75%

： 平成２２年度 目標値

産業廃棄物の不法投棄量の推移（環境省調査） 平成１７年度に新たに発覚した
産業廃棄物の品目別不法投棄量（環境省調査）

建設廃棄物の不法投棄は、産業廃棄物全体の８～９割を占めており、依然として全
国各地で深刻な問題。

３

18

30
24

17 19

68

35

14

24

13

16

7

12

6

6

3

0

10

20

30

40

50

60

70

80

Ｈ１０ Ｈ１１ Ｈ１２ Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７

その他の産業廃棄物
建設廃棄物

不
法
投

棄
量

（
万
ト

ン

）

うち約５７万

トンは岐阜

県岐阜市の
大規模事案

がれき

45,932 t

建設混合

廃棄物

70,851 t
木くず

（建設系）

14,779t

廃プラスチック

（建設系）

7,080 t

汚泥（その他）
3,0 58t

廃プラスチック
（農業系）
4,2 18t

ガラス・
陶磁器くず
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社会資本整備審議会 交通政策審議会

交通体系分科会

環境部会環境部会

建設リサイクル推進

施策検討小委員会

建設リサイクル推進

施策検討小委員会

メンバーは同一、原則として合同開催

新たな建設リサイクル推進計画の策定を視野に入れ、建設リサイクルや建設副産
物の適正処理等を推進するための方策を検討するため、社会資本整備審議会・交
通政策審議会それぞれの下部組織として「建設リサイクル推進施策検討小委員会」
を設置する。

（黒字は既存のもの、赤字は今回設置するもの） ４

今後のスケジュール(予定)

交通政策審議会 交通体系分科会 環境部会 開催(12/21)

平成１９年１月

平成１８年１２月

第１回 建設リサイクル推進施策検討小委員会 開催

社会資本整備審議会 環境部会 開催
交通政策審議会 交通体系分科会 環境部会 開催

建設リサイクル推進施策検討小委員会 報告書取りまとめ

新たな建設リサイクル推進計画 策定（国土交通省）平成２０年３月頃

平成１９年１２月頃

小委員会を数回開催

小委員会の設置決定

審議会として

報告書取りまとめ

５

社会資本整備審議会 環境部会 開催(12/20)


